
赤ちゃんの幸せ(会議資料)

ある日の午後、児童相談所で会議が開かれていました。一か月前の

朝、隣町のお爺さんが、筍採りに出かけて、赤ちゃんを拾ってきまし

た。その赤ちゃんの引き取り先を検討する会議です。所長は「児童養

護施設に入所させるべきだ。」と主張していますが、若い職員は、「家

庭的保育の方が子どものためだと思うから、どこか引き取り先を探

すべきだ。」と主張しています。そこで、皆で手分けして引き取り先

を探したところ、一組の同性カップルが「里親になりたい。」と申し

出てきました。彼らは共に会社員で、生活も安定していますし、とて

も多趣味なので、文化的な環境も整っていると思われます。同じころ、

一組の片働きの夫婦が、「特別養子縁組を結びたい。」と言ってきまし

た。「長らく不妊治療をしていたけれど、子どもに恵まれなかったの

で、赤ちゃんを引き取りたい。」と言います。「長期の不妊治療で、貯

金も取り崩してしまったので、お金はないけれど、愛情をいっぱい注

いで育てます。」と言っています。赤ちゃんを捨てた実母も名乗り出

てきました。シングルマザーで、「父親は誰かわからない。」と言って

います。「職業もなく、経済的にも苦しいので、自分で育てる自信が

ない。」と言っています。



赤ちゃんの幸せ(課題シート)

1、「赤ちゃんの幸せ」(会議資料)に登場する5組の赤ちゃんの引き取り先候補について、

赤ちゃんの幸せを考えたうえで、順位づけをしてください。あなたが赤ちゃんが一番幸せに

なれると思う引き取り先を一番とし、以下順に2.3.4.5と、順位をつけてください。同順位

はつけないでください。

個人の順位　　　　　　引き取り先　　　　　　理由

実母

同性カップル

お爺さん

児童養護施設

片働きの夫婦



2、次に、家族としての順位づけをしてください。

司会は決めないで、全員がディスカッションに参加できるような仕方で、全員が納得した

うえで、家族としての最終順位を決めてください。

メンバー の名前 � � � �� � � �家族 順位 

実母 � � � �� � � � 

同性カッ フリレ � � � �� � � � 

お爺さん � � � � � � � � 

児童養護 施設 � � � � � � � � 

片働きの 夫婦 � � � � � � � �l 

メモ
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